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横

浜

幸

銀

あ

す

か

愛

知

商

銀

広

島

商

銀

近

畿

産

業

民
団
中
央
本
部
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
事
態
か

ら
人
々
の
命
を
救
う
た
め
、
医
療
の
最
前
線
で
活
動
を

し
て
い
る
日
本
の
医
療
従
事
者
を
支
え
、
感
謝
と
敬
意

を
込
め
て
、
不
足
し
て
い
る
医
療
用
防
護
服
、
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
手
袋
な
ど
を
医
療
機
関
に
寄
贈
し
た
。

支
援
募
金
を
開
始

日
本
の
医
療
従
事
者
に
は

在
日
同
胞
も
少
な
く
な
い
。

民
団
で
は
地
域
住
民
団
体
と

し
て
の
支
援
の
一
環
と
し
て

展
開
し
た
。
９
日
の
中
央
執

行
委
員
会
で
こ
れ
ら
支
援
活

動
が
報
告
さ
れ
今
後
、
医
療

従
事
者
へ
の
支
援
募
金
を
開

始
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

具
体
的
に
は
極
度
に
不
足

し
て
い
る
防
護
服
１
万
枚
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
８
０
０

０
枚
、
ゴ
ム
手
袋
１
万
セ
ッ

ト
な
ど
の
医
療
用
防
護
具
。

い
ず
れ
も
韓
国
製
で
総
額
約

４
０
０
０
万
円
分
の
物
品
を

購
入
し
、
６
月
２２
日
ま
で
に

厚
生
労
働
省
（
以
下
、
厚
労

省
）
を
経
て
贈
っ
た
。

厚
労
省
か
ら
は
「
大
変
助

か
る
。
特
に
防
護
服
は
特
殊

な
医
療
現
場
で
活
用
さ
せ
て

頂
く
」
と
好
評
だ
っ
た
。

こ
の
支
援
活
動
を
検
討
し

た
の
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
し
た
４
月
上
旬
だ
。
日

本
で
は
多
く
の
医
療
現
場
か

ら
マ
ス
ク
や
防
護
服
、
手
袋

な
ど
医
療
用
防
護
具
が
極
度

に
不
足
し
て
い
る
と
い
う
声

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た

事
を
受
け
、
民
団
で
は
韓
国

な
ど
の
製
造
業
者
に
声
を
か

け
て
手
配
に
奔
走
し
た
。

た
だ
、
韓
日
両
国
と
も
水

際
対
策
と
し
て
入
国
制
限
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

搬
入
が
大
幅
に
遅
れ
た
。

９
日
に
開
か
れ
た
中
央
執

行
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の

医
療
機
関
へ
の
支
援
に
つ
い

て
了
承
し
、
支
援
活
動
に
１

口
３
万
円
の
支
援
募
金
を
開

始
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
何

口
で
も
受
け
付
け
る
。
募
金

は
９
月
１０
日
ま
で
。

韓
信
協
（
在
日
韓
国
人
信
用
組
合
協
会
�
呉
龍
夫
会
長
）
の
会
員
４
組
合
と
近
畿
産
業
信
用
組
合
の
総
代
会
が
６
月
中
に
開
催
さ
れ
た
。
韓
信
協
が

ま
と
め
た
会
員
４
組
合
の
２
０
１
９
年
度
業
績
に
よ
る
と
、
４
組
合
の
総
預
金
高
は
昨
年
比
９
７
３
億
３
０
０
万
円
増
の
１
兆
３
６
９
億
３
７
０
０
万

円
と
１
兆
円
を
突
破
し
た
。
貸
出
金
は
６
３
０
億
９
３
０
０
万
円
増
の
７
９
６
０
億
８
８
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
近
畿
産
業
信
用
組
合
の
業
績
と
あ
わ

せ
る
と
総
預
金
は
２
兆
３
８
９
０
億
４
１
０
０
万
円
、
貸
出
金
は
１
兆
７
３
８
５
億
１
６
０
０
万
円
と
な
る
。
韓
信
協
４
組
合
の
預
貸
率
の
平
均
は
１

・
２４
ポ
イ
ン
ト
減
の
７６
・
７７
％
。
純
利
益
合
計
は
１４
億
９
７
０
０
万
円
増
の
５３
億
８
０
０
万
円
だ
っ
た
。

横
浜
幸
銀
信
用
組
合
（
呉

龍
夫
理
事
長
。
本
店
・
横
浜

市
、
第
４
期
）
は
２９
日
、
横

浜
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。

広
範
囲
地
域
で
収
益
基
盤

を
拡
大
。
「
新
本
店
オ
ー
プ

ン
記
念
」「
フ
ァ
ー
ス
ト
」「
ベ

ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
」
「
子
育

て
支
援
」
に
加
え
、
「
相
続

定
期
」
「
つ
ば
さ
定
期
」
な

ど
、
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
定

期
預
金
商
品
の
好
評
に
よ
っ

て
、
預
金
は
前
期
比
７
１
２

億
８
７
０
０
万
円
増
の
５
０

３
２
億
３
５
０
０
万
円
と
な

っ
た
。
貸
出
金
も
「
不
動
産

購
入
ロ
ー
ン
」
や
中
小
規
模

事
業
者
へ
の
積
極
的
な
融
資

拡
大
で
３
３
１
億
２
８
０
０

万
円
増
の
３
７
２
７
億
４
８

０
０
万
円
と
し
た
。
預
貸
率

は
４
・
５６
％
減
の
７４
・
０７
％
。

自
己
資
本
比
率
は
微
増
の
９

・
１９
％
と
し
、昨
年
に
続
き
国

内
基
準（
４
％
）を
大
き
く
上

回
っ
た
。
融
資
推
進
が
奏
功

し
純
利
益
も
前
期
比
１１
億
２

６
０
０
万
円
増
の
３６
億
１
９

０
０
万
円
と
増
加
し
た
。
配

当
率
は
前
期
と
同
じ
１
％
。

特
に
３
月
か
ら
始
め
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊

急
対
応
ロ
ー
ン
を
９
月
ま
で

展
開
す
る
。呉
理
事
長
は「
地

域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
資

金
需
要
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
経
営

規
模
の
拡
大
と
安
定
し
た
経

営
基
盤
を
構
築
し
て
い
く
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
打
撃
を
受
け
て

い
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
支
援
を
実
施
し
て
い

く
」
と
語
っ
た
。

あ
す
か
信
用
組
合
（
金
哲

也
理
事
長
。
本
店
・
東
京
都
、

第
５４
期
）
は
２６
日
、
東
京
都

内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
。

預
金
残
高
は
特
別
金
利
定

期
預
金
の
「
あ
お
ば
」
「
あ

す
か
」
や
、
６０
歳
以
上
限
定

の
「
シ
ル
バ
ー
定
期
」、「
プ

ラ
チ
ナ
定
期
」
が
引
き
続
き

人
気
を
呼
び
、
前
期
比
１
３

６
億
５
０
０
０
万
円
増
の
２

７
７
１
億
４
７
０
０
万
円

に
。貸

出
金
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
広
告
の
推
進
強
化
を
継
続

し
、
不
動
産
担
保
ロ
ー
ン
な

ど
を
積
極
販
売
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
２
４
１
億
６
８
０

０
万
円
増
の
２
３
５
６
億
７

４
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
預

貸
率
は
４
・
７７
％
増
の
８５
・

０４
％
、
自
己
資
本
比
率
は
８

・
５３
％
と
し
た
。

純
利
益
は
貸
出
金
残
高
の

好
調
な
増
加
と
役
務
取
引
収

益
の
増
加
で
、
前
期
よ
り
５

億
８
０
０
万
円
増
の
１３
億
７

０
０
０
万
円
と
な
っ
た
。「
あ

す
か
」
と
し
て
最
高
益
を
更

新
。
出
資
配
当
は
前
期
と
同

じ
２
％
。

金
理
事
長
は
「
広
域
店
舗

網
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
確
立
を

軸
に
新
た
な
中
期
経
営
計
画

を
作
成
し
た
。
引
き
続
き
、

事
業
収
益
基
盤
拡
充
、
持
続

的
成
長
へ
の
経
営
体
制
強

化
、
働
き
方
改
革
に
よ
る
生

産
性
向
上
の
実
現
を
基
本
戦

略
と
と
ら
え
、
コ
ロ
ナ
禍
支

援
な
ど
地
域
社
会
へ
の
貢
献

に
努
め
る
」
と
述
べ
た
。

信
用
組
合
愛
知
商
銀
（
大

原
清
二
理
事
長
。
本
店
・
名

古
屋
市
、
第
６７
期
）は
２５
日
、

名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
。基

本
理
念
で
あ
る
「
地
域

密
着
型
金
融
」
に
注
力
す
る

と
と
も
に
、
地
域
情
報
を
活

用
し
た
事
業
再
生
、
創
業
・

新
事
業
へ
の
積
極
支
援
や
事

業
性
評
価
融
資
な
ど
、
質
の

高
い
金
融
仲
介
機
能
の
実
現

を
継
続
し
て
め
ざ
し
た
。

「
６５
周
年
＆
新
本
店
記
念

定
期
預
金
」
の
好
調
な
売
れ

行
き
で
堅
調
さ
を
見
せ
、
預

金
は
前
期
比
９８
億
６
９
０
０

万
円
増
の
１
０
５
１
億
６
３

０
０
万
円
と
な
っ
た
。

貸
出
金
は
「
目
利
き
力
を

生
か
し
た
事
業
性
評
価
融

資
」
を
組
合
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
３５
億

３
０
０
０
万
円
増
の
７
２
６

億
４
２
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
預
貸
率
は
３
・
４５
％
減

の
６９
・
０８
％
。
自
己
資
本
比

率
は
７
・
８４
％
。

生
産
性
向
上
策
の
実
施

で
、
純
利
益
は
１
億
１
７
０

０
万
円
減
の
１
億
６
０
０
０

万
円
で
配
当
は
１
％
。

大
原
理
事
長
は
「
昨
年
、

新
本
店
ビ
ル
の
新
築
移
転
し

創
立
６５
周
年
を
迎
え
た
。
さ

ら
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
�１
法

令
遵
守
�２
取
引
先
拡
大
�３
人

材
育
成
�４
安
定
収
益
確
保
�５

不
良
債
権
管
理
�６
事
務
ミ
ス

撲
滅
�７
業
務
効
率
化
を
経
営

の
柱
に
実
効
性
高
い
取
り
組

み
を
続
け
る
」
と
語
っ
た
。

信
用
組
合
広
島
商
銀
（
井

上
一
成
理
事
長
。
本
店
・
広

島
市
、
第
５９
期
）
は
２６
日
、

広
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開

催
。昨

年
策
定
し
た
「
第
６
次

中
期
経
営
計
画
」
の
重
点
施

策
で
あ
る
「
経
営
健
全
性
向

上
」
「
顧
客
本
位
の
経
営
体

制
充
実
」
「
組
織
改
革
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
業
績
が
預
金
・

貸
出
と
も
に
目
標
を
達
成
し

た
。
預
金
は
「
大
輪
」
「
メ

ン
バ
ー
ズ
」
「
懸
賞
付
き
ミ

リ
オ
ン
ド
リ
ー
ム
」
な
ど
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
前
期
比
２４

億
９
７
０
０
万
円
増
の
１
５

１
３
億
９
２
０
０
万
円
。

貸
出
金
は
需
要
の
高
い
、

「
不
動
産
事
業
」
「
太
陽
光

事
業
」
「
旅
館
業
」
へ
の
融

資
推
進
で
、
前
期
比
２２
億
６

７
０
０
万
円
増
の
１
１
５
０

億
２
４
０
０
万
円
と
し
た
。

自
己
資
本
比
率
は
０
・
２６

％
ア
ッ
プ
の
７
・
６６
％
、
預

貸
率
は
０
・
２５
％
増
の
７５
・

９８
％
。
純
利
益
は
個
別
貸
倒

引
当
金
を
４
億
５
０
０
０
万

円
積
み
増
し
た
こ
と
で
、
前

期
比
２
０
０
０
万
円
減
の
１

億
５
９
０
０
万
円
で
配
当
率

は
１
％
の
ま
ま
。

井
上
理
事
長
は
「
地
域
金

融
機
関
の
収
益
環
境
が
悪
化

し
て
い
る
中
で
も
、
『
相
互

扶
助
』
の
経
営
理
念
の
精
神

を
徹
底
し
、
金
融
仲
介
機
能

の
発
揮
が
必
要
。
中
長
期
的

な
取
組
に
よ
り
持
続
可
能
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し

て
い
く
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
正
常
回
復
に
は
相
当
な
期

間
を
要
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
お
り
、
顧
客
へ
の
相
談

業
務
や
円
滑
な
支
援
を
最
優

先
に
取
り
組
む
」と
述
べ
た
。

近
畿
産
業
信
用
組
合
（
大

本
崇
博
理
事
長
。
本
店
・
大

阪
市
、
第
６７
期
）
は
２２
日
、

本
店
ビ
ル
「
き
ん
さ
ん
ホ
ー

ル
」
で
開
催
。

昨
年
５
月
に
新
築
移
転
オ

ー
プ
ン
し
た
新
本
店
と
い
う

新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
掲
げ
な

が
ら
、
堅
調
な
業
績
を
残
し

た
。
組
合
員
数
は
新
本
店
効

果
も
相
ま
っ
て
前
年
比
３
・

１
に
相
当
す
る
６
３
０
９
人

増
加
の
１９
万
９
３
７
６
人
と

な
っ
た
。

昨
年
の
「
新
本
店
オ
ー
プ

ン
記
念
定
期
預
金
」
に
合
わ

せ
、
今
年
１
月
か
ら
発
売
し

た
「
新
本
店
オ
ー
プ
ン
記
念

定
期
預
金
２
」
が
好
調
な
売

れ
行
き
を
見
せ
た
。

預
金
は
前
期
比
９１
億
円
増

の
１
兆
３
５
２
１
億
円
４
０

０
万
円
と
な
っ
た
。
貸
出
金

は
４
０
０
億
円
増
の
９
４
２

４
億
円
と
し
た
。
純
利
益
は

新
本
店
移
転
に
伴
う
経
費
増

も
あ
り
、
前
期
比
６
億
４
７

８
０
万
円
減
の
８９
億
８
０
０

０
万
円
円
と
な
っ
た
。

預
貸
率
は
２
・
５１
％
上
が

っ
て
６９
・
７０
％
に
。
自
己
資

本
比
率
は
前
期
比
０
・
２７
％

向
上
し
、
過
去
最
高
の
１１
・

０１
％
を
記
録
し
た
。

大
本
理
事
長
は
「
１
０
０

年
先
の
未
来
へ
の
布
石
と
な

る
重
要
な
年
度
と
い
う
位
置

づ
け
を
組
合
員
と
と
も
に
確

立
さ
せ
、
よ
り
安
定
し
た
経

営
基
盤
の
充
実
が
図
れ
た
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
収
益
力
の
基
盤
と
強

固
な
内
部
管
理
態
勢
を
一
層

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。
さ

ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
や

経
営
に
影
響
を
受
け
て
い
る

皆
さ
ん
に
必
要
な
支
援
と
各

種
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
く
」
と
表
明
し
た
。

長
野
県
の
総
合
病
院
「
く

ろ
さ
わ
病
院
」
で
医
療
従
事

し
て
い
る
在
日
韓
国
人
医
師

会
の
�
自
然
会
長
は
、
こ
の

支
援
に
つ
い
て
「
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
に
よ
っ
て
防
護
服
を

着
用
し
て
診
察
に
臨
ん
で
い

る
が
、
医
師
に
な
っ
て
初
め

て
の
経
験
だ
」と
し
な
が
ら
、

「
日
本
社
会
に
は
医
師
や
看

護
師
を
は
じ
め
、
多
く
の
医

療
関
係
に
同
胞
が
従
事
し
て

い
る
。
医
師
の
一
人
と
し
て

も
大
変
あ
り
が
た
い
支
援
だ

と
思
う
。
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
貢
献
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
」と
評
価
し
て
い
る
。

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
大
震
災
の
直
後
、
３
カ

月
間
、
宮
城
県
名
取
市
の
避

難
所
で
医
療
奉
仕
を
行
っ

た
。
当
時
の
患
者
と
縁
が
広

が
り
、
今
で
も
長
野
ま
で
�

会
長
を
訪
れ
、
外
来
診
療
し

て
い
る
と
い
う
。

「
感
染
拡
大
は
当
分
続
く

と
思
う
。
同
胞
の
皆
さ
ん
も

く
れ
ぐ
れ
も
予
防
を
徹
底
し

て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
疑
い

が
あ
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず

に
保
健
所
に
相
談
し
検
査
を

受
け
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

け
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、「
韓

日
を
は
じ
め
、
医
療
関
係
の

国
際
的
な
協
力
関
係
が
必
要

だ
」
と
付
け
加
え
た
。

韓国人留学生に支援金
コロナ禍の影響でアルバイト収入が激減し、

学費や家賃の支払いに困窮している近畿圏の韓
国人留学生１３０人に民団大阪本部の鄭鉉権常任
顧問が総額１千万円の支援金を支給した。

（３面）

韓国文化院が子ども向けコンテンツ
韓国文化院では韓国の文

化体育観光部が提供する国
楽などをアニメーションで
紹介する子ども向けコンテ
ンツを紹介している。

（４面）

来
年
度
か
ら
４
年
間
使
用

す
る
都
立
中
学
校
・
特
別
支

援
学
校
中
学
部
の
教
科
書
採

択
を
前
に
、
民
団
東
京
本
部

（
李
壽
源
団
長
）
は
１０
日
、

東
京
都
教
育
委
員
会
（
藤
田

裕
司
教
育
長
）
を
訪
問
し
、

「
近
隣
諸
国
を
尊
重
す
る
、

国
際
社
会
の
平
和
と
連
帯
に

寄
与
で
き
る
、
次
世
代
教
育

の
た
め
に
必
要
な
歴
史
・
公

民
教
科
書
の
採
択
」
を
要
望

し
た
。

要
望
書
は
李
政
幸
文
教
部

長
が
読
み
上
げ
、
申
大
永
副

団
長
が
都
教
育
庁
総
務
部
広

報
統
計
課
の
利
根
川
康
弘
課

長
代
理
に
手
渡
し
た
。

懇
談
の
席
で
鄭
文
吉
副
団

長
は
あ
る
公
民
教
科
書
の
記

述
「
人
は
一
つ
の
国
に
帰
属

し
な
い
と
『
人
間
』
に
も
な

ら
な
い
し
、
他
国
を
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
を
取

り
上
げ
、
在
日
外
国
人
へ
の

い
じ
め
を
助
長
す
る
も
の
と

指
摘
。
採
択
に
あ
た
っ
て
は

配
慮
を
求
め
た
。

都
立
中
学
校
の
教
科
書
採

択
は
２７
日
、教
育
委
員
が「
都

教
委
の
責
任
と
権
限
の
下
」

で
行
う
。
前
回
２
０
１
５
年

は
東
京
都
立
中
高
一
貫
校
１０

校
と
東
京
都
立
特
別
支
援
学

校
約
１０
校
が
日
本
の
侵
略
の

事
実
を
歪
曲
し
た
扶
桑
社
、

育
鵬
社
の
歴
史
教
科
書
と
日

本
国
憲
法
の
３
大
原
則
（
国

民
主
権
・
平
和
主
義
・
基
本

的
人
権
の
尊
重
）
を
事
実
上

否
定
し
た
育
鵬
社
、
自
由
社

の
公
民
教
科
書
を
採
択
し
て

い
た
。

都
教
委
に
要
望
書
を
手
渡
す

申
大
永
副
団
長
（
左
）

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部

（
呉
龍
浩
団
長
）
は
府
内
の

団
費
納
入
世
帯
５
０
０
０
世

帯
を
対
象
に
団
員
慰
問
事
業

を
展
開
す
る
。
１４
日
、
大
阪

韓
国
人
会
館
で
開
い
た
第
５７

期
第
２
回
各
支
団
長
・
傘
下

団
体
長
会
議
で
示
達
し
た
。

各
支
部
は
日
ご
ろ
の
お
付

き
合
い
へ
の
感
謝
の
意
味
を

込
め
て
韓
国
食
品
セ
ッ
ト
を

手
土
産
に
団
員
宅
を
家
庭
訪

問
し
、
健
康
状
態
を
確
認
。

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
な
い

よ
う
に
注
意
喚
起
す
る
。

一
方
、
各
支
部
に
と
っ
て

は
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め

家
庭
訪
問
を
控
え
て
き
た
だ

け
に
、
団
員
と
の
繋
が
り
を

再
確
認
す
る
場
と
な
る
。

こ
れ
は
同
本
部
が
３
月
か

ら
進
め
て
き
た
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
事
業
の
一
環
。
第
１
弾

と
し
て
入
手
困
難
だ
っ
た
マ

ス
ク
５
０
０
０
枚
を
確
保
し

て
府
下
２９
支
部
を
通
じ
、
全

団
員
世
帯
に
配
布
し
た
。

第
２
弾
で
は
民
族
学
級
を

支
え
て
い
る
民
族
講
師
に
一

人
あ
た
り
５
万
円
を
給
付

（
希
望
者
に
は
別
途
、
１５
万

円
を
無
利
息
で
貸
付
）
し
て

き
た
。
そ
し
て
今
回
の
家
庭

訪
問
が
第
３
弾
と
な
る
。

朴
鍾
寛
事
務
局
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
変
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
。
『
オ
ー
ル
大
阪
』
で

一
致
団
結
す
れ
ば
困
難
な
状

況
も
打
開
で
き
る
。
民
団
の

役
割
・
使
命
を
再
度
確
認
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
意
気
込
ん
で
い
る
。

▲横浜幸銀信用組合

▲あすか信用組合

▲愛知商銀信用組合

▲広島商銀信用組合

▲近畿産業信用組合

韓韓信信協協 総総預預金金１１兆兆円円超超すす
４
組
合
と
も
増
加
達
成

�
コ
ロ
ナ
禍
�脱
出
へ
全
力
支
援

総代会

�
近
畿
産
業
�も
堅
調

近近
隣隣
国国
尊尊
重重
のの
教教
科科
書書
採採
択択
をを

民
団
東
京
、都
教
委
に
要
望
書

５０００世帯慰問訪問
大阪本部 コロナ支援第３弾

大
変
あ
り
が
た
い
支
援

在
日
韓
国
人
医
師
会
の
曺
会
長

防
護
服
な
ど
４
千
万
円
分

民
団
が
医
療
機
関
に
寄
贈

「コロナ」救援

（毎週水曜日発行）週 刊２０２０年７月１５日（水曜日）民 団 新 聞（１９６５年８月７日第三種郵便物認可第２７号・東鉄局特別扱承認新聞第１１号。定価月額５００円。但し団員は団費に含む）第２９６２号（１）

今号の読みどころ
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◆漢灘江一帯世界ジオパークに認定

韓国北部の漢

灘江一帯が国連

教育科学文化機

関（ユネスコ）

の世界ジオパー

クに認定された

�写真。認定さ

れたのは京畿道

の抱川市、漣川

郡、江原道の鉄

原郡など漢灘江の流域１１６５．６１平方

キロメートル。第２０９回ユネスコ執

行委員会で承認された。現在４０カ国

・地域に１４０カ所の世界ジオパーク

があり、韓国では済州島、慶尚北道

・青松、光州市・無等山についで４

カ所目。

◆孫興民今季「１０Ｇ１０Ａ」達成

孫興民（トッテナム）は１３日、ラ

イバルのアーセナル戦で１ゴール１

アシストをマークし、チームを２―１

の逆転勝利に導いた。今季１０得点１０

アシストの壁を越え、イングランド

・プレミアリーグの看板ＦＷである

ことも再確認させた。

◆学校の制服に韓服デザイン導入

学校の

制服に韓

服のデザ

インを取

り入れる

事業が始

まる。一

部の学校

を中心に早ければ今年２学期から導

入される�写真。文化体育観光部と

教育部が昨年２月に業務協約を結ん

だ共同事業で、「韓服制服デザイン

公募展」から選ばれた作品から冬服、

夏服、生活服を選び、毎日着て洗濯

が可能なように耐久性と機能性を備

えた制服用の生地を使用する。女子

用はスカート、ワンピース、パンツ

から選択できる。

◆一人世帯３８．５％で歴代最多に

韓国社会全体の晩婚傾向と高齢化

によって１人世帯数が増えたこと

で、全国の住民登録１０世帯のうち４

世帯が１人世帯であることが分かっ

た。８日の行政安全部が公開した。

総人口が停滞した半面、世帯数は急

増している理由が１人世帯増加が大

きく作用したと分析された。伝統的

な４人世帯に合わせてきた政府の福

祉・租税政策も転換されるべきでは

ないかという指摘が出ている。

◆水遊び用マスク登場

ウォー

ターパー

クのオー

シャンワ

ー ル ド

は、韓国

で初めて

水遊び用

マスクを開発し、入場者らに無料で

配布する�写真。表面が水に濡れた

り高温多湿な環境でも性能が維持さ

れる新技術が適用され、水中と水外

で使用可能。超極細糸繊維と呼吸し

やすいメッシュ素材を使っているほ

か、特殊なコーティング処理によっ

て内側に水が入ってきても抜けると

いう。

◆ＴＷＩＣＥの「Ｆａｎｆａｒｅ」オリコン１位

韓国の

人気ガー

ルズグル

ープ、Ｔ

ＷＩＣＥ

が日本で

リリース

したシン

グル「Ｆ

ａｎｆａ

ｒｅ」がオリコンの８日付デイリー

シングルランキングで１位を獲得し

た�写真。「Ｆａｎｆａｒｅ」は９

日午後に出荷枚数が２５万７３０６枚を記

録。日本レコード協会のプラチナ認

定を受けると予想される。ＴＷＩＣ

Ｅは２０１７年６月日本デビュー後、ア

ルバムとシングル計９作が連続でプ

ラチナ認定を受けている。

誤
っ
た
歴
史
刷
り
込
む

朝
総
連
の
「
民
族
教
育
」

の
頂
点
に
あ
る
朝
鮮
大
学
校

の
朴
三
石
教
授
は
、
『
知
っ

て
い
ま
す
か
、
朝
鮮
学
校
』

（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
２

０
１
２
年
）
で
朝
鮮
学
校
の

朝
鮮
歴
史
教
科
書
の
特
徴
と

し
て
、
「
日
本
に
あ
り
な
が

ら
も
朝
鮮
半
島
の
北
と
南
、

海
外
に
い
る
朝
鮮
民
族
が
読

ん
で
も
理
解
で
き
る
『
民
族

統
一
教
科
書
』
を
目
指
し
て

記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
」
「
朝
鮮
学
校
の
『
民
族

統
一
教
科
書
』
を
目
指
し
た

記
述
は
、
南
北
の
和
解
と
民

族
統
一
へ
向
け
た
歴
史
認
識

の
基
礎
と
土
台
を
固
め
て
い

く
こ
と
に
貢
献
す
る
可
能
性

を
も
っ
た
教
科
書
な
の
で
あ

る
」な
ど
と
説
明
し
て
い
た
。

だ
が
、
当
時
も
現
在
も
、

そ
の
よ
う
な
教
科
書
で
な
い

こ
と
は
、
現
物
を
読
ん
で
み

る
な
ら
ば
明
ら
か
だ
。
朝
鮮

高
級
学
校
の
教
科
書
「
現
代

朝
鮮
歴
史
高
級
１
」、「
現
代

朝
鮮
歴
史
高
級
２
」、「
現
代

朝
鮮
歴
史
高
級
３
」
の
全
訳

日
本
語
本
（
「
星
へ
の
歩
み

出
版
」
発
行
）
参
照
。

た
と
え
ば
、
「
現
代
朝
鮮

歴
史
高
級
１
」
（
１
９
４
５

年
８
月
～
５３
年
７
月
）で
は
、

４５
年
８
月
の
北
韓
地
域
の
解

放
が
ソ
連
の
軍
事
力
に
よ
っ

て
な
さ
れ
、
軍
政
が
行
わ
れ

た
こ
と
、金
日
成
は
ソ
連（
ス

タ
ー
リ
ン
）
の
お
眼
鏡
に
か

な
い
指
導
者
と
な
っ
た
こ
と

な
ど
を
隠
し
、
金
日
成
が
日

本
軍
を
降
伏
さ
せ
祖
国
を
解

放
・
凱
旋
し
た
か
の
よ
う
に

教
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に

「
朝
鮮
戦
争
」
に
関
す
る
責

任
転
嫁
と
金
日
成
神
格
化
の

た
め
の
歴
史
歪
曲
と
ね
つ
造

が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
高
級
２
」
（
５３
年
８
月

～
８０
年
）
で
は
、
６８
年
１
月

２３
日
の
元
山
沖
で
の
「
米
軍

情
報
収
集
艦
プ
エ
ブ
ロ
号
拿

捕
」
を
写
真
ま
で
掲
載
し
て

教
え
て
い
る
が
、
そ
の
２
日

前
の
１
月
２１
日
の
「
青
瓦
台

襲
撃
ゲ
リ
ラ
事
件
」
（
北
韓

が
朴
正
煕
大
統
領
暗
殺
の
た

め
に
特
殊
軍
部
隊
３１
人
を
遊

撃
隊
に
仕
立
て
て
南
派
。
大

統
領
官
邸
・
青
瓦
台
の
裏
に

あ
る
北
漢
山
の
麓
の
道
ま
で

侵
入
し
た
と
こ
ろ
、
検
問
を

受
け
て
銃
撃
戦
と
な
っ
た
。

２
日
間
に
わ
た
る
戦
闘
の
結

果
、
２７
人
が
死
亡
、
１
人
が

逮
捕
さ
れ
、
３
人
が
逃
走
し

た
。
韓
国
側
は
民
間
人
を
含

め
６８
人
が
死
亡
、
６６
人
が
負

傷
し
た
）
に
は
頬
か
ぶ
り
を

決
め
て
い
る
。

事
件
当
時
、
北
韓
は
「
南

朝
鮮
武
装
人
員
の
英
雄
的
で

愛
国
的
革
命
闘
争
」
だ
と
主

張
し
て
い
た
。
北
韓
は
、
こ

の
年
の
１１
月
に
は
韓
国
東
海

岸
の
蔚
珍
郡
と
三
陟
郡
地
域

に
１
２
０
人
を
こ
え
る
武
装

ゲ
リ
ラ
を
浸
透
さ
せ
、
活
動

拠
点
を
設
け
よ
う
と
し
て
失

敗
（
２
人
の
捕
虜
を
残
し
全

滅
）
。
こ
の
時
も
「
南
朝
鮮

武
装
遊
撃
隊
の
愛
国
的
決

起
」
だ
と
喧
伝
し
、
ゲ
リ
ラ

隊
員
の
遺
体
を
引
き
取
ら
な

か
っ
た
。

「
高
級
３
」
（
８０
年
～
２

０
０
２
年
）
で
は
、
金
日
成

・
金
正
日
親
子
が
８３
年
１０
月

に
ビ
ル
マ
を
訪
問
中
の
全
斗

煥
大
統
領
を
狙
っ
て
決
行
し

た
ラ
ン
グ
ー
ン
爆
弾
テ
ロ
事

件
（
閣
僚
４
人
を
含
む
韓
国

高
官
１７
人
死
亡
、
ビ
ル
マ
人

４
人
死
亡
・
４７
人
負
傷
）
へ

の
言
及
は
な
い
。
当
時
ビ
ル

マ
政
府
は
犯
人
と
し
て
北
韓

軍
人
２
人
を
逮
捕
。
ビ
ル
マ

は
北
韓
に
抗
議
し
外
交
関
係

を
断
絶
し
た
。

だ
が
、
北
韓
は
、
い
ま
だ

に
同
事
件
を
全
斗
煥
大
統
領

の
自
作
自
演
だ
と
強
弁
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
「
８８
年
ソ

ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
妨

害
の
た
め
に
実
行
し
た
、「
朝

鮮
戦
争
」
休
戦
以
後
最
大
の

対
南
テ
ロ
で
あ
り
同
胞
虐
殺

事
件
で
あ
る
８７
年
１１
月
の
大

韓
航
空
機
爆
破
事
件
（
乗
客

・
乗
員
１
１
５
人
全
員
死
亡
）

に
つ
い
て
は
「
南
朝
鮮
旅
客

機
失
踪
事
件
」と
称
し
、「
南

朝
鮮
当
局
」
に
よ
る
「
で
っ

ち
上
げ
」
で
、
「
大
々
的
な

『
反
共
和
国
』
騒
動
を
繰
り

広
げ
た
」
な
ど
と
記
述
し
、

ま
っ
た
く
恥
じ
る
と
こ
ろ
が

な
い
。

金
日
成
絶
対
化
と
金
日
成

王
朝
体
制
無
条
件
擁
護
の
た

め
に
、
歴
史
を
都
合
よ
く
改

ざ
ん
し
嘘
で
塗
り
固
め
た
朝

鮮
学
校
歴
史
教
科
書
は
、
在

日
同
胞
に
と
っ
て
は
も
と
よ

り
、
南
北
の
相
互
理
解
・
融

和
を
通
じ
た
民
主
・
先
進
化

統
一
推
進
に
と
っ
て
も
百
害

無
益
で
あ
り
、
速
や
か
に
破

棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
民
主
体
制
と
真
逆
な
全

体
主
義
体
制（
金
日
成
王
朝
）

へ
の
無
条
件
擁
護
・
支
持
を

促
す
教
育
に
対
し
て
は
、
そ

の
廃
止
を
求
め
こ
そ
す
れ
、

礼
賛
し
て
支
え
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

機
関
紙
を
通
じ
て
喧
伝

朝
総
連
の
機
関
紙
「
朝
鮮

新
報
」
（
２
月
１９
日
付
）
は

「
民
族
教
育
は
真
の
統
一
教

育
／
南
地
域
教
員
た
ち
が
見

た
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
」
と
の
大

き
な
見
出
し
で
、
２
月
６
日

か
ら
９
日
に
日
本
を
訪
問

し
、
関
東
の
朝
鮮
学
校
を
訪

れ
た
韓
国
の
「
ウ
リ
ハ
ッ
キ

ョ
と
子
ど
も
た
ち
を
守
る
市

民
の
会
第
１４
回
訪
問
団
」
の

話
を
紹
介
し
た
。
そ
の
中
で

ソ
ウ
ル
の
小
学
校
教
員
の

「
子
ど
も
た
ち
に
自
分
た
ち

が
わ
が
民
族
の
一
員
で
あ
る

こ
と
を
教
え
て
あ
げ
る
朝
鮮

学
校
の
教
育
こ
そ
真
の
統
一

教
育
だ
」
と
い
う
言
葉
を
伝

え
た
。
ま
た
３
月
４
日
付
で

は
「
取
材
ノ
ー
ト
」
欄
で
「
朝

鮮
学
校
の
先
生
た
ち
は
、
統

一
に
つ
い
て
堂
々
と
教
え
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
も
胸
を
張
っ
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。
統
一
祖
国
の
主

人
公
に
な
る
と
、
思
い
切
り

歌
っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に

う
ら
や
ま
し
い
で
す
」
と
の

第
１４
回
訪
問
団
の
「
と
あ
る

南
の
教
師
の
話
」
を
紹
介
し

て
い
る
。

「
朝
鮮
新
報
」
は
、
こ
れ

ま
で
も「
ウ
リ
ハ
ッ
キ
ョ
は
、

在
日
だ
け
の
宝
物
で
は
な

く
、南
と
北
の
宝
物
で
あ
り
、

世
界
の
平
和
を
愛
す
る
多
く

の
人
々
の
大
切
な
宝
物
」（
映

画
監
督
）、「
民
族
の
国
宝
１

号
は
朝
鮮
学
校
だ
」
（
６
・

１５
共
同
宣
言
実
践
南
側
委
員

会
常
任
代
表
）
な
ど
と
、
朝

鮮
学
校
を
訪
問
し
た
韓
国
の

「
進
歩
・
統
一
運
動
」
団
体

幹
部
・
人
士
ら
の
言
葉
を
引

用
・
紹
介
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
人
々
は
、朝
総
連
の「
民

族
教
育
」
が
北
韓
世
襲
独
裁

の
指
導
の
も
と
に
進
め
ら
れ

て
い
る「
金
日
成
民
族
教
育
」

で
あ
る
こ
と
を
承
知
の
上

で
、
絶
賛
し
、
継
続
支
援
を

呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。朝

総
連
は
、
北
韓
を
「
南

北
す
べ
て
の
人
民
の
総
意
に

よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
唯
一
正

当
な
主
権
国
家
、
唯
一
の
祖

国
」
と
定
め
、
「
す
べ
て
の

同
胞
を
『
共
和
国
』
の
ま
わ

り
に
総
結
集
さ
せ
る
」
こ
と

を
使
命
と
し
て
い
る
。
朝
総

連
の
強
調
す
る「
自
主
統
一
」

と
は「
金
日
成
王
朝
下
統
一
」

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
朝
総
連

中
央
の
許
宗
萬
議
長
は
、
２

０
１
８
年
５
月
の
朝
総
連
第

２４
回
全
体
大
会
（
４
年
に
１

回
開
催
）
で
も
、
「
金
正
恩

様
を
全
同
胞
（
民
族
）
の
希

望
の
中
心
」
と
し
て
「
天
地

の
果
て
ま
で
戴
き
仕
え
」「
敬

愛
す
る
元
帥
様
（
金
正
恩
）

だ
け
を
信
じ
て
従
う
」
こ
と

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

許
宗
萬
議
長
は
、
最
近
も

「
わ
れ
わ
れ
在
日
同
胞
は
、

祖
国
人
民
た
ち
と
ま
っ
た
く

同
じ
金
日
成
民
族
の
一
員

だ
」
と
あ
ら
た
め
て
表
明
し

て
い
る
（
５
月
２４
日
付
朝
鮮

労
働
党
機
関
紙「
労
働
新
聞
」

に
掲
載
さ
れ
た
許
議
長
の
長

文
「
総
連
結
成
６５
周
年
絶
世

の
偉
人
た
ち
と
結
ん
だ
血
縁

の
情
は
総
連
の
永
遠
な
生
命

線
で
す
」�
５
月
２９
日
付「
朝

鮮
新
報
」）。
ま
た
、
南
昇
祐

総
連
中
央
副
議
長
は
、
６
月

１０
日
発
表
の
「
談
話
」
で
「
た

と
え
異
国
の
地
に
暮
ら
し
て

も
共
和
国
の
最
高
尊
厳
と
体

制
を
中
傷
冒
涜
す
る
者
た
ち

を
絶
対
に
容
赦
し
な
い
と
い

う
の
が
、
白
頭
山
偉
人
た
ち

を
民
族
の
親
と
し
て
高
く
奉

り
、
愛
族
愛
国
一
筋
に
歩
ん

で
き
た
総
連
の
働
き
手
と
同

胞
た
ち
の
変
わ
ら
な
い
意
志

だ
」
と
強
調
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
北
韓
に
お
い

て
憲
法
よ
り
も
上
位
に
あ
る

「
朝
鮮
労
働
党
規
約
」
は
そ

の
「
序
文
」
で
「
当
面
の
目

的
は
共
和
国
北
半
部
で
社
会

主
義
強
盛
大
国
を
建
設
し
、

全
国
的
な
範
囲
で
民
族
解

放
、
民
主
主
義
革
命
を
遂
行

す
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
最
終

的
に
は
全
社
会
を
主
体
思
想

（
金
日
成
・
金
正
日
主
義
）

化
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と

明
記
。
「
南
朝
鮮
で
米
帝
の

侵
略
武
力
を
追
い
出
し
、
あ

ら
ゆ
る
外
部
勢
力
の
支
配
と

干
渉
を
終
わ
ら
せ
、
（
略
）

わ
が
民
族
同
士
で
力
を
合
わ

せ
、
自
主
、
平
和
統
一
、
民

族
大
団
結
の
原
則
で
祖
国
を

統
一
し
、
国
と
民
族
の
統
一

的
発
展
を
成
し
遂
げ
る
た
め

に
闘
争
す
る
」
と
、
「
南
朝

鮮
解
放
�
吸
収
統
一
」
す
な

わ
ち「
金
日
成
王
朝
下
統
一
」

の
推
進
・
実
現
を
う
た
っ
て

い
る
。

金
正
恩
委
員
長
は
、
２
０

１
８
年
の
文
在
寅
大
統
領
と

の
南
北
首
脳
会
談
後
も
、
こ

の
よ
う
な
対
南
統
一
路
線
を

転
換
す
る
こ
と
な
く
堅
持
し

て
い
る
。

絶
賛「
真
の
統
一
教
育
」

朝
総
連
の
推
進
し
て
い
る

「
金
日
成
民
族
教
育
」
を
「
在

日
同
胞
の
望
ん
で
い
る
真
の

民
族
教
育
」
で
あ
り
、
「
南

北
の
架
け
橋
と
な
り
統
一
推

進
に
も
寄
与
し
う
る
」
「
真

の
統
一
教
育
」
な
ど
と
、
本

当
に
信
じ
て
称
賛
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
の
理
由
・
根
拠
を
ぜ

ひ
聞
き
た
い
。
そ
も
そ
も
、

き
た
る
べ
き
「
南
北
統
一
国

家
」
の
姿
を
ど
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
の
か
、知
り
た
い
。

な
お
、
「
朝
鮮
新
報
」
２

月
２８
日
付
日
本
語
面
ト
ッ
プ

「
朝
鮮
学
校
は
日
本
の
宝
」

に
よ
る
と
、
２
月
２０
日
に
群

馬
朝
鮮
初
中
級
学
校
で
行
わ

れ
た
第
２１
回
日
朝
教
育
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
藤
野
正
和
・
日

本
朝
鮮
学
術
教
育
交
流
協
会

会
長
は
、
全
体
会
あ
い
さ
つ

で
「
日
本
に
朝
鮮
学
校
が
存

在
す
る
こ
と
は
日
本
の
宝
。

そ
の
こ
と
を
も
っ
と
広
範
な

日
本
の
人
た
ち
に
訴
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

そ
し
て
田
中
宏
・
一
橋
大

学
名
誉
教
授
は
「
民
族
教
育

を
考
え
る
―
朝
鮮
学
校
は
在

日
の
宝
、
日
本
の
宝
―
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

同
シ
ン
ポ
は
日
本
教
職
員

組
合
、
在
日
本
朝
鮮
人
教
職

員
同
盟
、
日
本
朝
鮮
学
術
教

育
交
流
協
会
、
現
地
実
行
委

員
会
が
共
催
し
た
。

『
知
っ
て
い
ま
す
か
、朝
鮮
学
校
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）

【
埼
玉
】
日
本
最
初
の
勅

撰
国
史
『
日
本
書
紀
』
に
親

し
む
セ
ミ
ナ
ー
が
１１
日
、
日

高
市
の
高
麗
神
社
で
開
講
し

た
。
今
年
、
編
纂
か
ら
１
３

０
０
年
を
迎
え
た
の
を
記
念

し
て
一
般
社
団
法
人
高
麗
１

３
０
０（
大
野
松
茂
理
事
長
）

が
会
員
向
け
に
企
画
し
た
。

『
日
本
書
紀
』
は
全
３０
巻

と
系
図
１
巻
（
系
図
は
現
存

せ
ず
）
か
ら
な
る
。
天
武
天

皇
の
命
で
編
纂
さ
れ
、
７
２

０
年
に
完
成
し
た
。
記
載
年

代
は
～
６
９
７
年
。
当
時
の

高
句
麗
と
日
本
と
の
関
係
を

う
か
が
え
る
事
項
も
書
か
れ

て
い
る
。
参
加
者
は
『
日
本

書
紀
』
に
書
か
れ
た
高
句
麗

関
連
の
原
典
記
述
を
読
み
下

し
、
簡
単
な
発
表
を
す
る
こ

と
が
決
ま
っ
た
。

次
回
２５
日
の
テ
ー
マ
は

「
欣
明
３１
年
４
月
乙
酉
条
」。

５
７
０
年
、
日
本
海
の
越
に

漂
着
し
た
高
句
麗
か
ら
の
使

い
を
迎
え
、朝
廷
が
客
館「
相

楽
館
」
（
さ
が
ら
か
の
む
ろ

つ
み
）
を
建
て
て
も
て
な
し

た
と
い
う
記
録
。
こ
の
く
だ

り
は
高
句
麗
と
の
国
交
に
関

す
る
最
初
の
確
か
な
記
事
と

さ
れ
る
。
最
終
第
８
回
（
１０

月
２４
日
）
で
は
高
麗
人
を
常

陸
国
に
移
配
し
た
経
緯
を
取

り
上
げ
る
。

受
講
料
３
０
０
０
円
。
同

事
務
局
（
０
４
２
・
９
７
８

・
７
４
３
２
）。

講
師
の
赤
木
隆
幸
さ
ん
に

よ
る
初
日
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

東
京
・
都
心
の
ミ
ニ
シ
ア

タ
ー
「
シ
ネ
マ
ー
ト
新
宿
」

（
０
３
・
５
３
６
９
・
２
８

３
１
）
と
同
じ
く
大
阪
市
西

心
斎
橋
の
「
シ
ネ
マ
ー
ト
心

斎
橋
」
（
０
６
・
６
２
８
２

・
０
８
１
５
）
で
話
題
の
韓

国
映
画
が
続
々
ロ
ー
ド
シ
ョ

ー
公
開
さ
れ
る
。

「
悪
人
伝
」
（
マ
・
ド
ン

ソ
ク
出
演
、
１７
日
～
）
は
極

悪
ヤ
ク
ザ
と
暴
力
刑
事
が
協

力
し
て
無
差
別
殺
人
鬼
を
追

い
詰
め
て
い
く
ヴ
ァ
イ
オ
レ

ン
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
。

韓
国
国
内
で
３
０
０
万
人
を

動
員
し
た
。

「
シ
ー
ク
レ

ッ
ト
・
ジ
ョ
ブ
」

（
ソ
ン
・
ジ
ェ

ゴ
ン
監
督
、
２４

日
～
１
週
間
限

定
）
は
見
習
い

弁
護
士
が
廃
業
寸
前
の
動
物

園
ド
ン
サ
ン
パ
ー
ク
の
新
園

長
に
就
任
し
、
ス
タ
ッ
フ
と

も
ど
も
動
物
に
扮
そ
う
し
て

経
営
再
建
に
あ
た
る
爆
笑
コ

メ
デ
ィ
ー
。

「
最
も
普
通
の
恋
愛
」（
キ

ム
・
ハ
ン
ギ
ョ
ル
監
督
、
３１

日
～
）
は
恋
人
と
別
れ
て
間

も
な
い
３０
代
の
男
女
が
繰
り

広
げ
る
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

で
、
キ
ム
・
レ
ウ
ォ
ン
と
ユ

ン
・
ヒ
ョ
ジ
ン
が
共
演
。
日

本
を
含
め
て
世
界
２２
カ
国
で

公
開
が
決
定
し
て
い
る
。

「
鬼
手
」
（
リ
・
ゴ
ン
監

督
、
８
月
７
日
～
）
は
貧
し

い
少
年（
ク
ォ
ン
・
サ
ン
ウ
）

が
生
前
の
父
か
ら
伝
授
さ
れ

た
囲
碁
の
才
能
を
生
か
し
、

姉
を
死
に
追
い
や
っ
た
裏
社

会
の
最
強
碁
士
へ
の
復
讐
に

か
け
る
。
猛
ス
ピ
ー
ド
の
列

車
が
迫
る
線
路
上
で
の
死

闘
、
碁
士
１
０
０
人
と
の
命

が
け
の
同
時
対
局
な
ど
見
ど

こ
ろ
も
多
い
。

「
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
・
フ
ュ

ー
リ
ー
／
使
者
」
（
キ
ム
・

ジ
ュ
フ
ァ
ン
監
督
、
８
月
１４

日
～
）
は
右
手
に
正
義
の
力

を
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

っ
た
総
合
格
闘
技
の
若
き
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
エ
ク
ソ

シ
ス
ト
の
ベ
テ
ラ
ン
神
父
と

と
も
に
街
に
は
び
こ
る
悪
に

挑
む
。

（
４
面
に
詳
細
）

「
世
宗
大
王

夢
を
追
う

者
た
ち
」（
ホ
・
ジ
ノ
監
督
、

９
月
４
日
～
）
は
ハ
ン
グ
ル

を
創
製
し
た
第
４
代
王
・
世

宗
と
、
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・

ビ
ン
チ
よ
り
早
く
天
文
に
科

学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
、

水
時
計
や
天
体
観
測
器
を
発

明
し
た
チ
ャ
ン
・
ヨ
ン
シ
ル

の
実
在
の
生
き
ざ
ま
に
大
胆

な
想
像
力
を
加
え
た
物
語
。

「
君
の
誕
生
日
」
（
イ
・

ジ
ョ
ン
オ
ン
監
督
、
１１
月
２７

日
～
）
は
２
０
１
４
年
４
月

１６
日
の
セ
ウ
ォ
ル
号
沈
没
事

故
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た

作
品
。

両
館
の
編
成
担
当
を
務
め

る
野
村
武
寛
さ
ん
は
「
韓
国

に
関
し
て
は
常
に
新
し
い
情

報
を
集
め
て
、
お
客
さ
ま
が

見
た
い
映
画
を
タ
イ
ム
リ
ー

に
上
映
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
る
。

「朝鮮新報」２０２０年２月２８日付

日
本
で
話
題
を
呼
ん
で
い

る
韓
国
エ
ッ
セ
イ
に
異
色
の

４
コ
マ
絵
日
記
が
加
わ
っ

た
。
著
者
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
女
性
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
。
鬱
と
無
気
力
感
、
絶
望

感
に
さ
い
な
ま
さ
れ
る
都
会

で
の
生
活
を
離
れ
、
地
方
で

父
親
と
暮
ら
し
始
め
る
こ
と

で
自
分
ら
し
く
再
生
し
て
い

く
様
子
を
克
明
に
描
い
た
。

背
負
っ
て
い
る
荷
物
（
人

生
）
が
手
に
余
っ
て
つ
ら
い

と
き
は
、
棚
卸
し
し
て
一
つ

ず
つ
仕
分
け
て
み
る
。
す
る

と
、「
す
べ
て
自
分
の
せ
い
だ

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
」
こ

と
に
気
づ
く
。

絵
、
文
章
、
マ
ン
ガ
さ
ら

に
は
音
楽
も
や
り
た
い
。
こ

こ
う
し
た
願
望
の
裏
に
「
上

手
に
」
「
上
手
く
」
と
い
う

言
葉
が
隠
さ
れ
て
い
た
。
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き
、「
ほ

ど
ほ
ど
に
」
と
自
分
の
心
の

中
で
折
り
合
い
を
つ
け
る
。

著
者
は
「
そ
れ
だ
っ
て
か
ん

た
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
」

と
つ
ぶ
や
く
。
仕
事
で
行
き

詰
っ
た
時
は
少
し
後
ろ
に
下

が
っ
て
み
る
と
い
い
と
勧
め

る
。
「
少
し
ず
つ
前
進
し
て

い
る
な
と
思
え
る
」
心
が
疲

れ
て
壊
れ
そ
う
な
と
き
、
自

己
肯
定
感
を
高
め
て
く
れ
る

ヒ
ン
ト
が
い
っ
ぱ
い
。

税
別
１
５
０
０
円
。
大
和

書
房
（
０
３
・
３
２
０
３
・

４
５
１
１
）。

「
半
分
の
半
分
」

日
本
で
Ｃ
Ｓ
初
放
送

純
情
男
ム
ン
・
ハ
ウ
ォ
ン

と
ク
ラ
シ
ッ
ク
専
門
レ
コ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
、

ハ
ン
・
ソ
ウ
と
の
純
情
ラ
ブ

ス
ト
ー
リ
ー
ド
ラ
マ
「
半
分

の
半
分
～
声
で
繋
が
る
愛
」

が
８
月
２１
日
か
ら
日
本
で
Ｃ

Ｓ
初
放
送
さ
れ
る
。
ム
ン
・

ハ
ウ
ォ
ン
を
演
じ
る
の
は

「
イ
・
ヨ
ル
の
音
楽
ア
ル
バ

ム
」
で
今
年
の
第
５６
回
大
鐘

賞
映
画
祭
新
人
男
優
賞
を
受

賞
し
た
チ
ョ
ン
・
ヘ
イ
ン
。

ム
ン
・
ハ
ウ
ォ
ン
を
気
に
掛

け
る
ハ
ン
・
ソ
ウ
を
演
じ
る

女
優
は
チ
ェ
・
ス
ビ
ン
。

全
１２
話
（
字
幕
放
送
）
。

毎
週
金
・
土
曜
日
２１
時
３０
分

か
ら
。
Ｃ
Ｓ
放
送
「
Ｍ
ｎ
ｅ

ｔ
」
と
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス

「
Ｍ
ｎ
ｅ
ｔ

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
」

か
ら
配
信
。https

:
//m

netjp.com
/

ＳＢＪ銀行調べ
（７月１４日現在）

１万円

１１７，３５３
ウォン

１０７，２４７
ウォン

両替時

ウォン⇒円

円⇒ウォン

１万円

１１３，９８４
ウォン

１１０，６１６
ウォン

送金時

韓国⇒日本

日本⇒韓国

朝朝
鮮鮮
学学
校校
歴歴
史史
教教
科科
書書
のの

記記
述述
をを
斬斬
るる
〈〈
下下
〉〉

寄
稿

朴
容
正
（
元
民
団
新
聞
編
集
委
員
）

韓
国�
進
歩
派
�人
士
の
ト
ン
デ
モ
発
言

�
日日
本本
書書
紀紀
�編編
纂纂
かか
らら
１１
３３
００
００
年年

高句麗と日本の関係
原典読みくだし探る

「高麗１３００」主催セミナー

話
題
の
韓
国
映
画
上
映
へ

東
京
と
大
阪
の�
シ
ネ
マ
�
ト
�

新刊紹介

疲れた心を癒す
４コマの絵日記

日本で話題の韓国エッセイ

�
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
け
れ
ど
大
丈
夫
な
人
に
な
り
た
い
�

（２）２０２０年７月１５日（水曜日）

韓国戦争から７０年

民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９６２号
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「
韓
国
人
留
学
生
支
援
金
」

は
大
阪
韓
国
人
会
館
で
、
近

畿
圏
の
大
学
に
通
う
約
１
３

０
人
に
支
給
さ
れ
た
。
鄭
常

任
顧
問
は
「
現
代
社
会
で
は

競
争
が
激
し
く
、
格
差
も
生

じ
て
い
る
。
高
い
理
想
を
追

い
か
け
る
の
で
は
な
く
、
自

分
が
で
き
る
能
力
の
範
囲
内

で
力
を
尽
く
し
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

民
団
大
阪
本
部
か
ら
は
呉

龍
浩
団
長
が
歓
迎
辞
に
立
っ

た
。
呉
団
長
は
鄭
常
任
顧
問

の
支
援
を
称
え
、
「
民
団
も

皆
さ
ん
を
対
象
に
多
様
な
事

業
を
推
進
し
よ
う
と
準
備
し

て
い
る
の
で
積
極
的
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。
駐
大
阪
総
領
事
館
の
丁

南
洙
領
事
も
鄭
常
任
顧
問
に

感
謝
の
意
を
述
べ
た
。
留
学

生
か
ら
は
朴
世
栄
さ
ん
（
関

西
大
学
３
年
）
が
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
た
。

鄭
常
任
顧
問
は
６
月
初

め
、
ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
が

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
に
困
窮
し

て
い
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で

知
り
、
近
畿
圏
に
居
住
す
る

約
４
０
０
０
人
の
韓
国
人
留

学
生
の
こ
と
を
思
い
出
し
た

と
い
う
。
民
団
大
阪
本
部
団

長
当
時
の
８
年
前
に
は
駐
大

阪
総
領
事
と
相
談
し
て
関
西

に
留
学
生
会
を
設
立
し
た
こ

と
も
あ
り
、
「
な
に
か
役
に

立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
支
援
を
申
し
出
た
。

「
韓
国
人
留
学
生
支
援
金
」

と
は
別
に
創
設
し
た
「
資
格

取
得
奨
励
金
」
は
、
国
家
資

格
な
ど
の
専
門
的
な
知
識
を

取
得
す
る
こ
と
で
同
胞
社
会

と
日
本
社
会
に
貢
献
で
き
る

有
為
な
人
材
を
育
成
す
る
の

が
目
的
。
対
象
は
近
畿
圏
の

韓
国
人
留
学
生
（
在
学
ビ
ザ

取
得
者
）
だ
け
で
な
く
、
民

団
大
阪
本
部
に
勤
務
す
る
実

務
者
、
民
団
大
阪
本
部
傘
下

団
体
（
青
年
会
、
学
生
会
）

の
会
員
も
対
象
と
し
て
い

る
。
支
給
第
１
号
と
な
る
奨

励
金
は
こ
の
日
、
宅
地
建
物

取
引
士
の
資
格
を
取
得
し
た

千
載
昊
さ
ん
（
民
団
大
阪
本

部
総
務
副
部
長
）
に
贈
ら
れ

た
。
金
額
は
２０
万
円
。

「
資
格
取
得
奨
励
金
」
の

申
請
窓
口
は
民
団
大
阪
本
部

文
教
部
（
０
６
・
６
３
７
１

・
７
３
３
１
）。

【
大
阪
】
民
団
大
阪
本
部
の
鄭
鉉
権
常
任
顧
問
は
１１
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
ア
ル

バ
イ
ト
先
で
人
減
ら
し
に
あ
い
、
学
費
や
家
賃
の
支
払
い
に
困
窮
し
て
い
る
近
畿
圏
の
韓
国
人
留
学
生
に
各
５
万

円
の
「
支
援
金
」
を
支
給
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
「
青
少
年
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
設
け
、
年
間
３
０
０
万
円
の

予
算
で
「
奨
励
金
」
を
支
給
し
、
公
的
資
格
の
取
得
を
後
押
し
し
て
い
く
。
初
年
度
支
援
金
は
合
わ
せ
て
１
０
０

０
万
円
に
な
る
。

社
団
法
人
新
宿
韓
国
商

人
連
合
会（
金
奎
煥
会
長
、

東
京
・
新
宿
区
大
久
保
）

は
免
疫
力
ア
ッ
プ
を
助
け

る
韓
国
キ
ム
チ
の
優
秀
性

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
広
報
ポ

ス
タ
ー
�
写
真
�
を
制
作

し
た
。
現
在
、
同
事
務
所

近
隣
の
韓
国
飲
食
店
を
訪

問
し
な
が
ら
配
布
を
続
け

て
い
る
。
６
月
、
ａ
Ｔ
韓

国
農
水
産
食
品
流
通
公
社

東
京
支
社
の
支
援
を
受
け

１
０
０
０
部
制
作
し
た
。

韓
国
キ
ム
チ
は
植
物
性

の
乳
酸
菌
１
�
あ
た
り
８

億
個
も
含
む
超
優
秀
な
発

酵
食
品
と
し
て
日
本
の
大

豆
製
品
や
ス
ペ
イ
ン
の
オ

リ
ー
ブ
油
な
ど
と
と
も
に

「
世
界
五
大
健
康
食
品
」

の
一
つ
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て

く
れ
る
韓
国
飲
食
店
に
は

無
料
で
送
る
と
い
う
。
問

い
合
わ
せ
は
同
連
合
会

（
０
３
・
６
３
８
０
・
２

７
３
７
）。

【
大
阪
】
白
頭
学
院
建
国

小
学
校
（
高
敬
弼
理
事
長
、

李
鐘
建
校
長
）
と
金
剛
学
園

小
学
校
（
崔
潤
理
事
長
、
尹

裕
淑
校
長
）
は
２
０
２
１
年

度
入
学
者
を
対
象
に
恒
例
の

体
験
入
学
と
学
校
説
明
会
を

実
施
し
た
。

建
国
に
は
４
日
、
大
阪
府

内
と
府
外
各
地
か
ら
２０
組
以

上
の
親
子
が
参
加
。
保
護
者

の
見
守
る
な
か
、
子
供
た
ち

は
韓
国
語
、
英
語
、
も
の
づ

く
り
を
体
験
し
た
。

２
０
２
１
年
度
入
学
・
志

願
書
の
受
け
付
け
は
９
月
１

～
３０
日
。
入
学
試
験
は
１０
月

１０
日
に
行
う
。
次
回
学
校
説

明
会
は
８
月
２９
日
。
同
学
院

（
０
６
・
６
６
９
１
・
１
２

３
１
）。

金
剛
の
「
第
１
回
オ
ー
プ

ン
ス
ク
ー
ル
」
で
は
６
月
２７

日
、
ネ
イ
テ
イ
ブ
の
教
員
の

指
導
の
も
と
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
こ
の
日
は
午
前
と
午
後
の

２
回
。
各
回
と
も
定
員
は
１０

家
庭
限
定
だ
っ
た
。

韓
国
語
は
韓
国
政
府
派
遣

の
教
員
か
ら「
目
、
鼻
、
口
、

耳
」
を
学
ん
だ
。
電
子
黒
板

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
形
式
で
、

自
ら
タ
ッ
チ
し
て
ど
の
部
分

な
の
か
を
当
て
た
。
正
解
す

る
と
見
学
し
て
い
た
保
護
者

も
拍
手
す
る
な
ど
し
て
盛
り

上
が
っ
た
。
英
語
の
授
業
で

も
上
手
に
話
し
て
シ
ー
ル
や

乗
り
物
の
お
も
ち
ゃ
を
も
ら

う
と
大
喜
び
し
て
い
た
。

保
護
者
を
対
象
と
し
た
学

校
説
明
で
は
「
校
長
先
生
の

学
校
や
子
ど
も
を
大
切
に
考

え
る
熱
意
に
感
動
し
た
」
と

い
っ
た
感
想
が
聞
か
れ
た
。

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
は
８

月
１
日
に
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。
同
校
（
０
６
・
４
７
０

３
・
１
７
８
２
）。

建国小の英語（上）と金剛小の韓国語体験授業

新
宿
韓
国
商
人
連

桜
美
林
大
と
共
同

社
団
法
人
新
宿
韓
国
商
人

連
合
会
（
金
奎
煥
会
長
、
新

宿
区
大
久
保
）
は
８
月
末
か

ら
新
大
久
保
コ
リ
ア
ン
タ
ウ

ン
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
韓

国
人
事
業
体
（
商
店
）
を
対

象
に
実
態
調
査
を
行
う
。
こ

の
ほ
ど
、
同
連
合
会
の
理
事

会
議
で
決
め
た
。
同
地
域
で

の
実
態
調
査
は
３
年
ぶ
り
。

調
査
方
法
は
個
別
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
方
式
。
調
査
結
果
は

桜
美
林
大
学
（
東
京
・
町
田

市
）
の
協
力
を
得
て
業
種
・

業
態
別
に
分
析
す
る
。現
在
、

準
備
を
急
い
で
い
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
が
新
大
久
保
コ
リ
ア

ン
タ
ウ
ン
に
ど
の
よ
う
な
傷

跡
を
残
し
た
の
か
も
浮
か
び

上
が
り
そ
う
だ
。

２
０
１
７
年
調
査
で
は
対

象
と
し
た
３
９
６
店
舗
の
う

ち
飲
食
店
が
１
９
９
店
舗
で

ほ
ぼ
半
数
。
以
下
、
雑
貨
、

化
粧
品
、
美
容
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
、
教
育
、
衣
類
、
不
動
産

な
ど
が
続
い
た
。

新
大
久
保
コ
リ
ア
ン
タ
ウ

ン
は
０２
年
以
降
、
韓
流
ド
ラ

マ
人
気
や
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
共
同
開
催
を
契
機

に
約
１０
年
間
、
絶
頂
期
を
誇

っ
た
。
そ
の
後
は
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
デ
モ（
１１
～
１２
年
）、

少
女
像
設
置
問
題
（
１６
年
）

で
韓
国
関
連
店
舗
の
売
り
上

げ
が
一
時
的
に
激
減
し
た
も

の
の
、
チ
ー
ズ
タ
ッ
カ
ル
ビ

が
ブ
ー
ム
に
な
り
盛
り
返
し

て
い
た
。

新
大
久
保
を
訪
れ
る
観
光

客
は
０１
年
以
来
、
緩
や
か
な

が
ら
上
昇
し
て
い
る
。
仮
に

最
寄
り
駅
の
Ｊ
Ｒ
新
大
久
保

駅
と
東
新
宿
駅（
副
都
心
線
、

大
江
戸
線
）
を
利
用
し
た
客

数
の
２５
％
を
新
大
久
保
コ
リ

ア
ン
タ
ウ
ン
へ
の
訪
問
客
と

す
れ
ば
年
間
９
０
０
万
人

（
１５
年
調
査
）
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

会
議
で
は
新
大
久
保
コ
リ

ア
ン
タ
ウ
ン
の
活
性
化
を
め

ざ
し
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
映

画
祭
」
（
１０
月
）
、
「
第
２
回

新
大
久
保
多
文
化
ハ
ン
マ
ダ

ン
」
（
１１
月
）
の
開
催
も
決

め
た
。

在日韓国人留学生と鄭鉉権常任顧問（中央右）、呉龍浩団長

医療関係者への感謝を表す
「トップネチャレンジ」も

【
静
岡
】
民
団
静
岡
本

部
（
李
宜
弘
団
長
）
は
１

日
か
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
写
真
投
稿

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
＃
静
岡

マ
シ
ッ
ソ
屋
」
第
１
弾
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

市
民
に
所
定
の
韓
国
料

理
店
で
お
気
に
入
り
の
料

理
を
写
真
に
撮
っ
て
も
ら

い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
店
舗
名
や

位
置
情
報
と
と
も
に
「
＃

静
岡
マ
シ
ッ
ソ
ヤ
」
を
付

け
て
投
稿
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
試
み
。
同
本
部
直

属
の
団
員
が
静
岡
、焼
津
、

藤
枝
、
富
士
、
富
士
宮
の

５
市
で
経
営
す
る
飲
食
店

３４
店
舗
が
協
賛
し
た
。
同

本
部
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
売
り
上
げ
が
落
ち

た
店
舗
へ
の
応
援
と
草
の

根
韓
日
交
流
の
増
進
に
期

待
を
か
け
て
い
る
。

応
募
者
の
な
か
か
ら
抽

選
で
２０
人
を
選
び
、
日
本

で
は
手
に
入
り
づ
ら
い
韓

国
グ
ッ
ズ
の
「
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ

Ｏ

Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
」

か
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｆ
Ｒ
Ｉ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
」
の
正
規
品
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。８
月
３１
日
ま
で
。

３
カ
月
ぶ
り
に

東
京
・
東
部
教
室

「
オ
リ
ニ
土
曜
学
校
」
東

京
・
東
部
教
室
が
１１
日
、
三

河
島
の
荒
川
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
講
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

た
め
３
カ
月
を
経
て
の
開
講

と
な
っ
た
。

今
年
度
は
１２
人
が
登
録
し

た
が
、
延
期
し
て
の
開
講
に

よ
り
、
情
報
を
得
て
い
な
い

保
護
者
も
多
く
、今
後
、徐
々

に
受
講
オ
リ
ニ
が
増
え
る
と

み
ら
れ
る
。

開
講
式
で
は
地
元
民
団
の

東
京
荒
川
支
部
の
鄭
在
桓
支

団
長
も
か
け
つ
け
「
民
団
荒

川
支
部
で
も
ボ
ウ
リ
ン
グ
や

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
オ
リ
ニ
た
ち
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
。
み
な
さ
ん
も
、
こ
こ
で

勉
強
し
、
仲
間
と
仲
良
く
な

り
、
民
団
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
た
。

神
戸
・
宝
塚
で
も

【
兵
庫
】
神
戸
と
宝
塚
の

両
教
室
で
も
相
次
い
で
再
開

し
た
。

神
戸
教
室
（
民
団
兵
庫
本

部
主
催
）
は
６
月
２７
日
か
ら

始
ま
っ
た
。こ
の
日
は
前
半
、

韓
国
語
の
授
業
を
受
け
、
後

半
は
文
化
体
験
で
テ
コ
ン
ド

に
親
し
ん
だ
。

一
方
、
宝
塚
教
室（
宝
塚
、

尼
崎
、
伊
丹
の
民
団
３
支
部

共
催
）
は
６
月
２０
日
か
ら
。

こ
の
日
は
前
半
に
チ
ャ
ン
ゴ

体
験
。
後
半
は
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ

ダ
ン
ス
教
室
で
の
び
の
び
踊

っ
た
。

東京・東部教室、下は「神戸教室」のテコンド

関
東
地
区
在
住
の

脱
北
者
が
交
流
会

民
団
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

民
団
中
央
本
部
（
脱
北
者

支
援
民
団
セ
ン
タ
ー
）
は
４

日
、
東
京
・
港
区
の
韓
国
中

央
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」
で
２

０
２
０
年
前
半
期
関
東
地
区

交
流
会
を
開
催
し
た
。
来
賓

と
し
て
平
沢
勝
栄
衆
議
院
議

員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
北
朝
鮮
帰
国

者
の
生
命
と
人
権
を
守
る

会
」
の
佐
伯
浩
明
理
事
長
、

北
朝
鮮
難
民
救
援
基
金
の
加

藤
博
理
事
長
、
張
正
煥
駐
在

官
が
激
励
に
駆
け
付
け
た
。

第
１
部
で
韓
国
映
画
「
ハ

ナ
奇
跡
の
４６
日
間
」
（
１２
年

公
開
）
を
上
映
し
た
。

趙
�
一
会
長
再
選

一
社
韓
商
兵
庫

【
兵
庫
】
一
社
韓
商
兵
庫

（
趙
�
一
会
長
）
は
７
日
、

神
戸
市

内
の
会

館
で
第

５６
期
定

期
総
会
を
開
き
、
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
で
趙
会
長

（
写
真
）
を
再
任
し
た
。
監

事
は
原
田
兼
嗣
（
再
任
）
と

白
承
豪
（
新
）
の
両
氏
。

趙
会
長
は
「
５７
期
の
２
年

間
を
全
力
で
活
動
し
、
中
身

の
濃
い
、
強
い
商
工
会
議
所

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

今
年
度
は
コ
リ
ア
タ
ウ
ン

の
設
立
構
想
を
起
点
と
し
た

神
戸
シ
テ
イ
型
ア
ジ
ア
ン
パ

ー
ク
の
創
生
事
業
と
し
て
の

「
ワ
ン
ア
ジ
ア
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」（
仮
称
）

を
１０
月
１１
日
に
開
催
す
る
方

針
。
こ
の
ほ
か
、
「
ア
ジ
ア

ン
パ
ー
ク
特
別
推
進
委
員

会
」
（
仮
称
）
を
設
置
し
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
す

る
。
ま
た
、
組
織
基
盤
を
強

化
す
る
た
め
若
手
経
営
者
の

入
会
を
促
進
し
、
「
女
性
部

会
」
（
仮
称
）
を
設
け
る
こ

と
と
し
た
。

【
長
崎
】
民
団
長
崎
本
部

（
姜
成
春
団
長
）
は
４
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
打
撃
を
受
け
た
新
定
住

者
を
対
象
に
長
崎
市
内
で
生

活
相
談
を
行
っ
た
。
新
定
住

者
と
の
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
、
団
員
拡
大
に
つ
な

げ
た
い
と
毎
年
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
。

今
回
は
李
泳
勲
行
政
書
士

を
招
き
、
日
本
政
府
お
よ
び

自
治
体
の
給
付
金
・
各
種
支

援
制
度
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
も
ら
っ
た
。

席
上
姜
団
長
か
ら
は
、
民

団
の
主
催
す
る
各
種
行
事
の

紹
介
と
参
加
の
呼
び
か
け
が

あ
っ
た
。

民
団
鳥
取
本
部
で

「
３
・
１
節
」式
典

映
画
上
映
も

【
鳥
取
】
「
３
・
１
独
立

運
動
」
の
１
０
１
周
年
記
念

式
典
が
４
日
、
民
団
鳥
取
本

部
（
黄
龍
也
檀
団
長
）
で
も

行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め

開
催
が
延
び
て
い
た
。

黄
団
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
「
己
未
独
立
宣
言
書
」

が
朗
読
さ
れ
た
。
閉
会
辞
に

立
っ
た
同
本
部
の
薛
幸
夫
常

任
顧
問
が
「
『
３
・
１
独
立

運
動
』
は
単
に
運
動
と
い
う

呼
称
を
超
え
た
独
立
へ
の
革

命
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
そ

の
実
態
や
理
念
を
語
っ
た
。

午
後
は
戦
後
ド
イ
ツ
の
戦

争
責
任
、
さ
ら
に
ナ
チ
ズ
ム

へ
の
対
峙
と
清
算
の
あ
り
方

を
問
う
映
画
「
顔
の
な
い
ヒ

ト
ラ
ー
た
ち
」
が
上
映
さ
れ

た
。
薛
常
任
顧
問
は
「
ド
イ

ツ
の
姿
か
ら
日
本
に
引
き
付

け
て
考
え
て
ほ
し
い
」
と
参

加
者
に
呼
び
か
け
た
。

会
長
に
河
泳
達
氏

神
奈
川
韓
商
総
会

【
神
奈
川
】
神
奈
川
韓
国

商
工
会
議
所（
趙
成
允
会
長
）

は
６
月
１１
日
、
横
浜
市
内
の

ホ
テ
ル
で
第
５４
期
定
期
総
会

を
開
催
し
、
新
会
長
に
河
泳

達
氏（
川
崎
韓
商
会
長
・
６６
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
）
を
選
出
し

た
。
委
任
状
含
む
８３
人
の
出

席
で
成
立
し
た
。

河
新
会
長
は
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
す
べ
て
の

同
胞
商
工
人
が
打
撃
を
受
け

て
い
る
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、

商
工
会
議
所
の
存
在
意
義
が

問
わ
れ
る
。
そ
の
支
援
の
た

め
の
１
年
と
な
る
こ
と
を
強

く
認
識
し
て
い
る
」
と
就
任

に
あ
た
っ
て
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
。

河泳達新会長（右）と
趙成允前会長

在
日
韓
国
青
年
商
工
人
連

合
会
（
韓
孝
徳
会
長
）
は
６

月

２７

日
、
東

京
・
港

区
の
韓

国
中
央
会
館
で
第
４０
期
定
期

総
会
を
開
催
し
、
新
会
長
に

朴
永
鎮
氏（
前
特
命
副
会
長
、

東
京
）�
写
真
を
選
出
し
た
。

総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
を
施
し
た
う
え
出
席

者
も
執
行
部
だ
け
に
限
っ

た
。今

期
事
業
計
画
に
よ
れ
ば

青
商
連
の
４０
年
間
を
振
り
返

り
、
未
来
に
向
け
た
絆
を
構

築
す
る
記
念
式
典
（
「
同
窓

会
」）を
開
催
す
る
。
ま
た
、

一
般
社
団
法
人
の
設
立
を
め

ざ
し
て
協
議
を
行
っ
て
い
く

こ
と
も
決
め
た
。

「
ハ
ン
グ
ル
学
校
」

８
月
か
ら
再
開
へ

民
団
宮
城
本
部

【
宮
城
】
民
団
宮
城
本
部

（
金
政
郁
団
長
）
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
感
染
症
予
防
の

た
め
中
断
し
て
い
た
「
オ
リ

ニ
ハ
ン
グ
ル
学
校
宮
城
」
を

８
月
中
旬
か
ら
リ
モ
ー
ト
方

式
で
再
開
す
る
。
１２
月
ま
で

の
全
１５
回
。
１４
日
、
同
本
部

で
第
２
回
３
機
関
任
員
合
同

執
行
部
会
議
を
開
い
て
決
め

た
。同

時
に
月
１
回
の
ペ
ー
ス

で
「
親
子
交
流
会
」
を
実
施

し
、
オ
リ
ニ
の
対
面
機
会
も

設
け
る
。
内
容
は
感
染
予
防

対
策
を
し
な
が
ら
８
月
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
９
月
１１
日
体
育

館
、
１０
月
遠
足
、
１２
月
は
送

年
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
要
望
が
あ
れ
ば
、

東
北
６
県
の
オ
リ
ニ
た
ち
が

相
互
に
つ
な
が
る
こ
と
の
で

き
る
韓
国
語
入
門
ク
ラ
ス
を

創
設
し
、
宮
城
か
ら
リ
モ
ー

ト
発
信
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
来
年
に
予
定

し
て
い
る
第
２
回
林
間
学
校

の
再
開
ま
で
の
間
、
リ
モ
ー

ト
交
流
が
続
く
の
を
期
待
し

て
い
る
。

ハラハラドキドキ授業体験
白頭学院と金剛学園の両小学校

２０２１年度体験入学と学校説明会

新定住者招き

生活相談開催

民団長崎本部

韓
国
人
留
学
生
に

支
援
金
１
千
万
円

鄭
鉉
権
民
団
大
阪
常
任
顧
問

生
活
手
当
と
資
格
取
得

キムチを食べて

免疫力アップへ
新宿韓国商人連が広報

３
年
ぶ
り
実
態
調
査
へ

新
大
久
保
コ
リ
ア
ン
タ
ウ
ン 同

胞
飲
食
店
応
援
キ
�
ン
ペ
�
ン

民
団
静
岡

ＳＮＳで写真
投稿呼びかけ

３４店舗が協賛

土
曜
学
校
が
続
々
開
講

地
方
韓
商
総
会

４０
周
年
式
典
を
開
催
へ

青
商
連

新
会
長
に
朴
永
鎮
氏

第２９６２号（第３種郵便物認可）民 団 新 聞２０２０年７月１５日（水曜日）（３）
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展 示 会

悪
と
戦
う
力
に
目
覚
め
て

い
く
格
闘
技
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
姿
を
描
い
た
、
キ
ム
・
ジ

ュ
フ
ァ
ン
監
督
の
エ
ク
ソ
シ

ズ
ム
・
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画「
デ

ィ
ヴ
ァ
イ
ン
・
フ
ュ
ー
リ
ー

／
使
者
」
（
配
給


ク
ロ
ッ

ク
ワ
ー
ク
ス
）が
８
月
１４
日
、

東
京
の
シ
ネ
マ
ー
ト
新
宿
ほ

か
全
国
で
公
開
さ
れ
る
。

主
演
は
、
５
５
０
万
人
を

動
員
し
た
映
画
「
ミ
ッ
ド
ナ

イ
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
」以
降
、
、

こ
れ
ま
で
の
ド
ラ
マ
「
キ
ム

秘
書
は
い
っ
た
い
、な
ぜ
？
」

「
梨
泰
院
ク
ラ
ス
」
な
ど
と

は
異
な
る
彼
を
演
じ
る
パ
ク

・
ソ
ジ
ュ
ン
。

韓
国
を
代
表
す
る
国
民
的

俳
優
、
ア
ン
・
ソ
ン
ギ
は
本

作
で
３
年
ぶ
り
の
ス
ク
リ
ー

ン
復
帰
に
な
る
。
そ
し
て
映

画
「
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
／
マ
ス

タ
ー
」
の
ウ
・
ド
フ
ァ
ン
。

総
合
格
闘
技
の
若
き
世
界

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
ヨ
ン
フ
。

幼
い
頃
に
父
親
を
失
っ
た
こ

と
で
、
世
の
中
に
不
信
感
を

抱
い
た
ま
ま
成
長
す
る
。
あ

る
日
、
右
手
に
見
覚
え
の
な

い
傷
が
で
き
て
い
る
こ
と
を

き
っ
か
け
に
ア
ン
神
父
に
出

会
う
。
ヨ
ン
フ
は
、
ア
ン
神

父
に
接
す
る
う
ち
、
自
身
の

右
手
に
宿
っ
た
特
別
な
力

と
、
街
に
潜
む
「
悪
」
の
存

在
を
知
る
よ
う
に
な
る
。

パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
は
、
世

の
中
の
混
乱
を
招
く
悪
に
立

ち
向
か
う
ヨ
ン
フ
を
演
じ

る
。悪
を
広
め
る
闇
の
司
教
、

ジ
シ
ン
を
演
じ
る
ウ
・
ド
フ

ァ
ン
と
の
激
し
い
対
決
シ
ー

ン
は
圧
巻
だ
。

闇
の
司
教
の
根
城
で
あ
る

バ
ビ
ロ
ン
の
セ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
儀
式
で
使
う
小
道
具
は

一
つ
ひ
と
つ
工
匠
に
制
作
を

依
頼
す
る
な
ど
、
デ
ィ
テ
ー

ル
ま
で
精
巧
に
作
り
上
げ

た
。
ア
ン
神
父
役
の
ア
ン
・

ソ
ン
ギ
は
、
物
語
に
引
き
込

む
重
要
人
物
と
し
て
、
そ
の

存
在
感
を
放
っ
て
い
る
。

「下女」（１９６０年）

韓
国
文
化
院
（
東
京
・
新

宿
区
）
は
、
韓
国
文
化
体
育

観
光
部
が
提
供
す
る
文
化
情

報
サ
イ
ト「
文
化
ポ
ー
タ
ル
」

で
、
多
彩
な
韓
国
文
化
コ
ン

テ
ン
ツ
を
紹
介
し
て
い
る
。

な
か
で
も
目
を
引
く
の
は

「
子
ど
も
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
」

だ
。国
楽
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、

多
言
語
紙
芝
居
な
ど
４
つ
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
各
コ
ン

テ
ン
ツ
は
韓
国
語
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
の
で
、
韓
国
語
学

習
者
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か

ら
学
び
た
い
と
い
う
方
に
も

お
薦
め
だ
。

「
国
楽
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」

（
ｅ
―
国
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
）

は
、
子
ど
も
た
ち
が
簡
単
に

国
楽
を
理
解
し
、
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
紹

介
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
。

ゴ
マ
を
炒
め
る
音
、
く
る

く
る
の
り
巻
き（
キ
ム
パ
）、

ト
ル
チ
ャ
ン
チ
の
日
、
カ
ヤ

グ
ム
の
誕
生
、
世
宗
大
王
と

朴
淵
の
音
楽
の
話
、
千
年
の

楽
器
な
ど
、
「
創
作
童
謡
」

と
「
童
話
」
を
合
わ
せ
て
５０

作
品
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

体
が
自
然
に
動
き
出
す
よ

う
な
国
楽
と
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
は
、
子
ど
も
ば
か
り
で
な

く
、
大
人
で
も
楽
し
め
る
。

「
多
言
語
紙
芝
居
」
（
国

立
子
ど
も
青
少
年
図
書
館
）

は
、
韓
国
語
、
日
本
語
、
英

語
、
モ
ン
ゴ
ル
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
、
タ
イ
語
の
６
言
語
の

動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。人

気
童
話
、
韓
国
伝
来
童

話
、
外
国
伝
来
童
話
、
創
作

童
話
、
全
体
童
話
に
分
類
さ

れ
、
４
５
６
編
の
話
に
出
会

え
る
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に

は
各
言
語
の
字
幕
が
表
示
さ

れ
る
の
で
、
楽
し
み
な
が
ら

勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
展
示
及
び
映
像
資
料
」

（
子
ど
も
博
物
館
）
は
、
韓

国
の
文
化
遺
産
に
つ
い
て
学

べ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
。
「
生
活

の
巣
」、「
ご
飯
を
盛
る
器
」、

「
ま
ぶ
し
い
黄
金
の
国
、
新

羅
」
、
「
細
か
い
私
た
ち
の

服
」、「
昔
の
人
の
知
恵
」
の

５
項
目
の
特
徴
や
背
景
に
つ

い
て
説
明
し
て
い
る
。

長
い
歴
史
の
な
か
で
人
や

物
が
ど
う
変
化
し
て
き
た
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
多
文
化
宝
箱
」
（
国
立

子
ど
も
民
俗
博
物
館
）の「
多

文
化
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
は
、
日

本
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
の
童
話

を
韓
国
語
で
紹
介
。
「
子
ど

も
教
育
」は
、
韓
国
の
祭
事
、

風
俗
、
２４
節
季
に
い
て
動
画

を
通
じ
て
学
べ
る
。

同
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttps
:

//w
w

w
.korean

culture.jp/

）。

ア
ジ
ア
の
文
学
賞

１
次
候
補
作
品
に

『
８２
年
生
ま
れ
、

キ
ム
・
ジ
ヨ
ン
』

韓
国
文
学
翻
訳
院
は
１３

日
、
作
家
、
チ
ョ
・
ナ
ム
ジ

ュ
の
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

『
８２
年
生
ま
れ
、
キ
ム
・
ジ

ヨ
ン
』
が
、
フ
ラ
ン
ス
国
立

ギ
メ
東
洋
博
物
館
が
主
催
す

る
「
ア
ジ
ア
の
文
学
賞
」
の

１
次
候
補
（
１０
作
）
に
ノ
ミ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
と
伝
え
た
。

同
賞
は
２
０
１
７
年
に
制

定
さ
れ
、
過
去
１
年
間
に
フ

ラ
ン
ス
語
に
翻
訳
さ
れ
出
版

さ
れ
た
現
代
ア
ジ
ア
文
学
作

品
の
中
か
ら
毎
年
、
受
賞
作

が
決
ま
る
。

今
年
は
９
月
に
最
終
候
補

５
作
が
決
ま
り
、
１１
月
に
受

賞
作
が
発
表
さ
れ
る
予
定

だ
。
『
８２
年
生
ま
れ
、
キ
ム

・
ジ
ヨ
ン
』
の
フ
ラ
ン
ス
語

版
は
今
年
１
月
に
出
版
さ
れ

た
。
韓
国
で
は
１８
年
に
刊
行

以
来
、
増
版
を
重
ね
１
０
０

万
部
を
突
破
す
る
大
ヒ
ッ
ト

作
と
な
っ
た
。

世
界
１６
カ
国
で
翻
訳
出
版

さ
れ
て
い
る
。
女
性
が
背
負

う
理
不
尽
な
環
境
で
も
が
き

な
が
ら
生
き
る
キ
ム
・
ジ
ヨ

ン
の
姿
は
、
日
本
で
も
多
く

の
女
性
た
ち
か
ら
共
感
を
得

て
い
る
。

「くるくるのり巻き」（ｅ―国楽アカデミー）
韓
国
映
画
界
の
怪
物
と
称

さ
れ
る
キ
ム
・
ギ
ヨ
ン
（
金

綺
泳
）
監
督
の
１０
作
品
が
、

２６
日
、
８
月
１
、
２
日
、
高

知
県
立
美
術
館
（
高
知
市
高

須
）
で
上
映
さ
れ
る
。

金
監
督
は
１
９
１
９
年
ソ

ウ
ル
生
ま
れ
。
４０
年
に
高
校

卒
業
後
渡
日
、
京
都
で
３
年

間
演
劇
と
映
画
を
独
学
で
学

ぶ
。
５５
年
、
「
屍
の
箱
」
で

映
画
監
督
デ
ビ
ュ
ー
。
９８
年

に
亡
く
な
る
ま
で
に
３２
本
の

作
品
を
発
表
し
た
。

金
監
督
の
最
高
傑
作
と
言

わ
れ
る
「
下
女
」
、
衝
撃
作

「
異
魚
島
」
を
は
じ
め
、「
虫

女
」「
水
女
」「
火
女
‘
８２
」

な
ど
の
女
シ
リ
ー
ズ
、
戦
時
中

日
本
軍
に
徴
用
さ
れ
た
青
年
を

描
く
「
玄
界
灘
は
知
っ
て
い

る
」、韓
国
版「
楢
山
節
考
」と
も

い
え
る
姥
捨
物
語
り
の
「
高
麗

葬
」な
ど
１０
本
に
加
え
、デ
ビ
ュ

ー
作「
屍
の
箱
」、習
作「
私
は
ト

ラ
ッ
ク
だ
」を
特
別
上
映
す
る
。

２６
日
に
は
、
１
９
９
６
年
に

日
本
で
初
め
て
金
監
督
の
作
品

を
紹
介
し
た
金
綺
泳
研
究
の
第

一
人
者
、
石
坂
健
治
さ
ん
（
東

京
国
際
映
画
祭
「
ア
ジ
ア
の
未

来
」
部
門
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
日
本
映
画
大

学
映
画
学
部
部
長
）
の
講
演
会

も
行
わ
れ
る
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttps
://m

oak.jp/event/
perform

ing_arts/post_
323.htm

l

）。

パ
ク
・
ソ
ジ
ュ
ン
（
右
）
と
ア
ン
・
ソ
ン
ギ
（
左
）
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「タイの童話」（子ども民族博物館）

「
玄
海
灘
は
知
っ
て
い
る
」（
１
９
６
１
年
）

「宝物」指定される石造弥勒如来三尊像

オ
・
ビ
ョ
ン
レ
作
「
薔
薇
」

◆韓国文化院所蔵作品展「韓国
の詩、書、画」

３１日まで。１０～１７時開館。韓
国文化院ギャラリーＭＩ（東京
・新宿区）。土曜日、日曜日、
祝日は休館。無料。

めったに披露することのない
同院所蔵の作品を紹介（写真）。
水墨画、書芸作品など１８点を展
示する。展示された詩には日本
語訳が付いている。

問い合わせは同院（０３・３３５７
・５９７０）。
◆ＰＩＥＣＥ ＯＦ ＰＥＡＣＥ
「レゴ�Ｒブロック」で作った世
界遺産ＰＡＲＴ―４

８月８日～９月６日。１０～２１
時（最終日１８時閉場）。名古屋
ＰＡＲＣＯ（西館６階パルコギ
ャラリー、南館７階イベントス
ペース）。入場料中学生以上６００
円、小学生３００円、幼児無料。

世界２６カ国の世界遺産がレゴ
�Ｒブロックで表現される。韓国
は華城（長安門）を紹介。

問い合わせは同ギャラリー
（０５２・２６４・８１１１代表）。

２
０
２
０
年
２
月
１８
日
、

韓
国
・
大
邱
で
一
人
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
が
確

認
さ
れ
た
。
そ
の
後
集
団
感

染
が
次
々
と
確
認
さ
れ
平
穏

な
日
常
は
一
変
し
、
街
か
ら

は
人
通
り
が
消
え
た
。

都
市
封
鎖
も
さ
さ
や
か
れ

た
中
で
人
々
は
何
を
想
い
、

ど
う
行
動
し
た
の
か
。
カ
フ

ェ
店
主
、
司
書
、
教
師
な
ど

市
民
５１
人
の
手
記
か
ら
、
困

難
な
状
況
に
共
に
立
ち
向
か

っ
た
姿
が
浮
か
び
上
が
る
。

編


申
重
鉉

訳


Ｃ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
編
集
部

（
写
真
上
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

猛
威
に
襲
わ
れ
た
韓
国
、
大

邱
。
感
染
拡
大
を
食
い
止
め

る
た
め
、
地
元
は
も
と
よ
り

韓
国
各
紙
か
ら
医
療
従
事
者

た
ち
が
集
ま
っ
た
。

彼
ら
が
生
々
し
い
現
場
の

様
子
や
患
者
た
ち
の
横
顔
、

使
命
感
と
恐
怖
の
狭
間
で
揺

れ
る
思
い
、
予
想
さ
れ
る
第

２
波
に
向
け
て
の
提
言
な
ど

を
率
直
に
綴
っ
た
１
冊
。

編


李
載
泰

訳


Ｃ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
編
集
部

（
写
真
下
）

�

�
◇
�

�

い
ず
れ
も
定
価
１
９
８
０

円
（
税
込
）。

書
籍
購
入
は
、
「
チ
ェ
ッ

コ
リ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.chekcco
ri.tokyo

）
か
ら
。

文
化
財
庁
は
１
日
、
石
造

弥
勒
如
来
三
尊
像
を
は
じ

め
、
陝
川
海
印
寺
願
堂
庵
の

木
造
阿
弥
陀
如
来
三
尊
像
や

腹
藏
遺
物
、
腹
藏
典
籍
、
公

州
甲
寺
の
塑
造
釈
迦
如
来
三

座
像
・
四
菩
薩
立
像
や
腹
藏

遺
物
、
腹
藏
辞
典
籍
の
５
件

に
対
し
て
「
宝
物
」
指
定
を

予
告
し
た
と
発
表
し
た
。

石
造
弥
勒
如
来
三
尊
像

は
、
慶
州
南
山
渓
谷
の
支
流

で
あ
る
長
倉
谷
頂
上
付
近
の

石
室
に
あ
っ
た
仏
像
で
、
三

国
時
代
の
弥
勒
信
仰
の
象
徴

的
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。こ

の
仏
像
は
、
中
央
の
椅

子
に
座
っ
た
（
倚
坐
像
）
本

尊
弥
勒
仏
と
両
側
で
補
佐
す

る
脇
侍
菩
薩
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
倚
坐
像
は
、
韓
国
倚

坐
像
の
中
で
最
も
古
い
作

品
。
願
堂
庵
普
光
殿
に
保
管

さ
れ
た
木
造
阿
弥
陀
如
来
三

尊
像
は
、
１５
世
紀
朝
鮮
初
期

の
仏
像
様
式
の
特
徴
を
反
映

し
て
い
る
。
仏
像
を
製
作
す

る
際
、
胸
の
部
分
に
入
れ
た

宝
華
や
書
物
な
ど
を
意
味
す

る
腹
藏
遺
物
２３
点
と
、
腹
藏

典
籍
の
仏
経
２９
畳
も
一
緒
に

指
定
予
告
さ
れ
た
。

塑
造
釈
迦
如
来
三
座
像
・

四
菩
薩
立
像
は
、
１
６
１
７

年
に
製
作
し
た
尊
仏
像
で
、

壬
辰
倭
乱
後
に
造
成
さ
れ
た

７
尊
仏
像
の
中
で
最
も
古

い
。
立
像
か
ら
発
見
さ
れ
た

腹
藏
遺
物
や
腹
藏
典
籍
も
指

定
予
告
さ
れ
た
。

チ
ェ
・
ド
ダ
ム
作
「
花
」

１０作を集中上映
最高傑作「下女」も

韓韓
国国
映映
画画
界界
のの�
怪怪
物物
�金金
綺綺
泳泳
監監
督督

「
デ
ィ
ヴ
ァ
イ
ン
・
フ
ュ
ー
リ
ー
／
使
者
」

悪
と
戦
う
格
闘
技
王
者

来
月
１４
日
、全
国
で
封
切
り

石
造
弥
勒
如
来
三
尊
像
な
ど

文
化
財
庁
、�
宝
物
�指
定
へ

韓国文化院のサイト「文化ポータル」

子子どどもも向向けけココンンテテンンツツ多多彩彩にに
童
話
ア
ニ
メ
５０
作
品

多
言
語
紙
芝
居
や
多
文
化
宝
箱
も

新
型
コ
ロ
ナ
と
闘
っ
た
大
邱
の
人
々

新
刊
紹
介

高
知
県
立
美
術
館

（４）２０２０年７月１５日（水曜日）民 団 新 聞（第３種郵便物認可）第２９６２号


